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＜患者様連絡事項＞

· 清水　進様～本日時計が壊れていると本人より修理依頼ありました。家族に確認し８月　　　　　　にお盆外泊時修理する予定としています。外泊日時が決まりましたら家族　　　　　　より病棟に連絡する予定となっています。外泊時には本人が時計を持って　　　　　　いますので時計を忘れずに御家族に渡すようにしましょう。

· 本多　富美様～８月３日（木）１０時～１７時まで外出希望あり田名部先生に報告し外　　　　　　　出許可となっています。外出前の減量への取り組み・食行動について説　　　　　　　明していきましょう。

· 晴山　長司様～８月４日（金）１４時～１７時まで眼鏡作成のため大島眼科受診予定で　　　　　　　す。外出前に生活保護の書類に家族の記載が必要となりますので下平　　　　　　　　ＰＳＷへ連絡して下さい。（印鑑も必要であり家族に伝えています）

＜皮膚科診察＞

· 板橋　雅勝様～右第1趾が爪囲炎の為、本日皮膚科受診しています。爪囲炎改善傾向に　　　　　　　ある事から、アズクロが止めとなっており白癬処置のみとなっています。　　　　　　　引き続き皮膚状態の観察と確認を行っていきましょう。

＜週間連絡＞

・８／１(火)　皮膚科診察

・８／２(水)　佐藤　節子様外出訓練

・８／３(木)　コップ漂白

　　　　　　　本多　富美様　外出訓練（10：00～17：00）

　　　　　　　和田　昌様　外出予定（10：00～11：00）

　　　　　　　第2回法人研修「医療倫理学について」（3日～4日）

・８／４(金)　歯科診察6名

　　　　　　（和田　昌様、佐藤　節子様、若松　澄子様、中村　マス様、清水　進様、

　　　　　　　菅井　浩子様）

＜看護度評価・検討Ａ＞

・菅井　浩子様～Ｂ－Ⅲ（断続的な観察が必要・必要に応じた指導）　　　　　　

　　　　　　　　精神症状の不安定さがある事から服薬をスタッフオフィスでの管理としていましたが、徐々に精神症状の安定さ伺え、日課へ支障なく取り組まれていた事から6/29より自己服薬管理再開（1日分）となっています。7/18～7/19までの外泊後より表情の冴えなさが伺われており、自らスタッフへ「頭が変になった」と話す事がありました。本日は食事の拒否ありスタッフ声掛け要しており、服薬時のチェック忘れ等も見られて来ています。服薬時は誤薬・チェック忘れ等に注意しながら、自身の症状を振り返って頂けるような関わりを持っていきましょう。看護は引き続きＢ－Ⅲとします。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・金沢　洋子様～最近、特定の男性患者様へ対する過度な接触（抱きつく行為等）見られています。男性患者様の部屋への侵入も見られており、スタッフ声掛け要していますが「何よ！わたし達は大人の関係なの！」と口調強くされる事がありました。引き続き所在確認を徹底して行っていき、男性患者様との過度な接触が見られた場合は交流のとり方についてその都度説明していきましょう。

＜田名部先生診察状況＞

・若松　澄子　様～ロヒプノ－ル（1）1T　1×vds→止め

　　　　　　　　　夜間の睡眠状況が不安定な事から、眠剤が臨時処方となっていました。本日の問診時、睡意が強くふらつき見られていた事から臨時処方が止めとなっています。夜間の睡眠状況及び日中の様子（ふらつきや日課の取り組み）について観察と確認を行っていきましょう。

・加賀谷　芙美子様～アスモロール1袋→処方（1日1枚貼布）

　　　　　　　　　　本人より右背部痛の訴え聞かれています。血液検査データーでは異常見られていない事から、湿布薬で経過観察するよう主治医より説明がありました。身体状況（右背部痛の有無）について観察と確認を行っていきましょう。

・早狩　千賀子様～本人より、現在の様子としては自分なりに気持ちの切り替えが出来

　　　　　　　　　るようになって来たとの訴え聞かれています。臨時薬継続処方とな

　　　　　　　　　っており、お盆外泊については家族の都合から20日以降を予定しい

　　　　　　　　　るとの事でした。引き続き気分の落ち込みや睡眠状況の観察と確認

　　　　　　　　　を行っていきましょう。

・本多　富美　様～夜間は継続して中途覚醒見られますが気分の落ち込みは長く続かないと本人より訴え聞かれています。主治医より今後は定期的な外出訓練を繰り返しながら外泊を検討していく事の説明があり、お盆外泊については1泊での許可を得ています。引き続き減量への取り組み・食行動について観察・確認し振り返りを促して行きましょう。

・田中　静子　様～「視力のモヤッとする感じは段々良くなってきているが気分によって違う時もある」と本人より訴え聞かれています。又、「飽きたから退院したい」と訴え聞かれており、主治医より入院までの経緯（怠薬による病状悪化）・服薬継続の必要性について再度説明しています。引き続き身体症状（眼の周囲の違和感等）について観察と確認を行い、服薬についての必要性について認識して頂けるような関わりを持っていきましょう。

・本田　英之　様～本人より、お盆外泊で2泊したいとの訴え聞かれ、主治医より3日以内であれば良いとの許可を得ています。本人の現在の様子としては、SSTなどで生活リズムについて振り返りを促していますが、継続して不規則な様子が伺えています。引き続き生活リズムや私物整理に対し自立及び自律が出来るような関わりを持っていきましょう。
＜学術について＞

・本日学術の目的・方法について話し合っています。






















